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脳 血管 障害片麻痺者が健康保持 ・ 増進 の ための 運動 として

グラ ウン ド ・ ゴル フを行 うこ との有用性に関する検討
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ー キン グとの比較検討 〜
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ド ：脳血 管障害片麻痺者、 健康保持 ・増進、 グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ

　　　　　　　　 1　 要　約

　本研究で は、脳血 管障害片麻 痺者に と っ て 、歩

行 、ゲ
ー

ム 、他者 と の 交流 な ど の 楽 しみが含 まれ

た グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ （以 下、GG ） を健康保

持 ・増 進 の た め の 運動 と し て 行 うこ と の 有 用性

を 、 ウ ォ
ーキ ン グ と比較 ・検討 した 。 GG は 、 ス

タ
ー

トマ ッ トの 上 に所定の ボ
ー

ル を置 き、 自分 の

ク ラ ブ で 決め ら れ た 打順 に 従 っ て 打 ち、目標 の ホ

ール ポ ス トに 入れ る まで の 打 数 を競 うもの で あ

り、 老若男女 を問わず 、 ど ん な グ ル ープ で も気軽

に で きる取 り組み やす い ス ポ ーッ で ある
n

。

　実験方法 として は 、  実験前後の 握力、10m 歩

行 な ど の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト、  条件変更時の

GG と ウ ォ
ーキ ン グ時 の 心拍数 、 主観 的運動強度

（以下 、RPE ）測 定、  被験者及 び家族 ・関 係者

に 対する ア ン ケ
ー ト調査 を行 い 、以下 の 結果 を得

た 。

　  パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト結果 は被験者の 運動能

力 を知る指標 に な り、また、片手で の ス ウ ィ ン グ

や ス タ ン ス をとる時の 微妙 な足運 び な ど 、 GG 特

有の 動作が 握力 ・反復横 とび の 向上 に影響 を及ぼ

した と考え られ る。  GG 、ウ ォ
ー

キ ン グ ともに

ニ コ ニ コ ペ ー
ス

2 ）

程度 の 運動強度が あ り、しか も

GG は ウ ォ
ー

キ ン グ に比べ て きつ さを感 じず実施

で きた。  被験者、被験者の 家族、ヘ ル パ ー
な ど

の 第三 者 に と っ て 、GG は楽 し く手軽にで きる 運

動で あ り、さ らに他者 との 交流 を深 め る手段 と な

り得た 。 また 、ス ポ ー
ッ 活動 へ の 意欲向上 に もつ

なが っ た 。

　以 上 よ り、 GG は健康 を保持 ・増進 して い く上

で 不可 欠 な 『運 動継続』の た め の 必 須条件で あ る

『運動 の 手軽 さ亅『き つ さ を感 じな い 」 『楽 し くで

きる」 『適度 な負荷 亅 を満 た して い た ． また 、 医

学的訓練依存型 の 生 活か ら 、 在宅生 活 へ の 移行 時

に 生 じる 精神的不安を改善 させ る た め の 一
手段と

し て も、GG は有効で あ っ た 。 したが っ て 、　 GG は

脳血 管障害片麻痺者 の健康 保持 ・増進の 運動 と し

て 有用 で あ る こ とが示 唆 され た。

　　　　　　　　皿　 は じ めに

　急性期 の 救命 と リハ ビリ テ
ー

シ ョ ン を経 て 、 医

学的 レ ベ ル を終了 し慢性期に移行 した脳血 管障害

者に とっ て 、社会生活 の 中で 障害 を受容 し、障害

と うま く付 き合 い なが ら健康の 保持 ・増進 、機能

維持 を図 り、人生 を楽 しむ方法を い か に獲得す る

かが大 きな課題 となっ て い る
3〕

。

　実際、ス ポー
ツ や レ ク リエ ーシ ョ ン に関心があ

る もの の 、障害 ・疾病 に対す る精神的不安、発症

1）熊本機能病院併設　熊本健康 ・体力づ く りセ ン タ
ー

　 熊本県熊本市山室6丁 目8・1

2 ＞国立身体障害者リハ ビ リテ
ーシ ョ ン セ ン ター

　 埼玉県所沢市並木4−1

1）κ口mamo 亡o　Cen 亡er 　of 　To亡al　Fitfless

2 ）National　Rehabilitai亡on 　Center　for　The　Disabled
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前 と現在 の 自己イメ ージ と の ギ ャ ッ プなどに苦し

み 、諦 め る 者が 多い 。 したが っ て 、手軽に で きる

歩行 が、健康保持 ・増進 の 手段 として 病院内や 施

設内で よ く見 られ る d

　 グ ラ ウ ン ド・ゴ ル フ は 、ウ ォ
ーキ ン グ にゲ ーム

的要素と他者 との 交流 な どの 楽 しみ をプ ラ ス した

ス ポ ーツ で あ り、ゴ ル フ の よ うにボール をク ラブ

で 打ち、ホ
ー

ル ポ ス トヘ ホール インす る まで の 打

数 を競 うもの で ある。ボ ール 、ク ラ ブ な どの 用 具

は、通常の ゴ ル フ とは違 っ たグ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ

専用 の もの を使用 す る 。 グラ ウ ン ド ・ゴ ル フ は 、

ゴ ル フ に比 べ て 、経済的に も安価 で 行え 、
ゴ ル フ

場 に 行か な くて も河川敷や学校 の グラ ウ ン ドで で

きるた め手軽 に で きる 。

　そ こ で 本研究 で は 、 ウ ォ
ー

キ ン グ に比 べ て 、 よ

り競技性 に富み 、 楽 しさが ま し、それで い て手軽

に マ イ ペ ース で 出来 る GG が こ の よ うな脳 血 管障

害片麻痺者の 健康保持 ・増進 の ため の 運動 と して

有用で あるか 否か を、ウ ォ
ーキ ン グ と比較 ・検討

した。

　　　　　　　　 皿　 方　法

1　 被験者

　被験者は、国立 身体障害者リ ハ ビ リテ
ーシ ョ ン

セ ン ター病 院外 来通 院体 育終了 直後 の 男 性 （54
〜69 歳）の 脳 血管 障害片麻痺 者 5 名と した 。 被

験 者 5 名は 、い ずれ も発症後 5 〜 10年 を経過 し

た下肢の ブ ル ン ス トロ ーム ス テ
ージ （以下 、Bru．）

3 以上 、か つ 屋 内独立 歩行が 可能で ある （表 1 ）。

表 1　 被験者プ ロ フ ィ
ール

・対象者 A 櫞 者B 対象者C ・
対象者D ・ 薄象者E　．、

・
：尸ツ ・「性別ま ：∵ 男 男 男 男 男
・
：年齢 く歳戸 5了歳 69歳 57歳 54歳 68歳

、診断名 脳梗塞 脳梗塞 脳梗塞 脳梗塞 脳梗塞

　 　 トじ l　 l

・一熊 騁 名
「

　 　 「：；「「　　　　 一

半側

無視

失語

構音

障害

半側

無視
失語 失語

・了．麻痺側 右 右 左 右 右
・溌 症年． H5年 H3 年 H7 年 H4 年 H5年

ご溌 症年齢 49歳 59歳 51歳 45歳 55歳
．：靆練歴

・・ 8年 10年 6年 9年 8 年
一

藤外来体育謄 7年 10年 4 年 7年 7年

；：沸 虹
广』

二

《上／下脚
213 414 4／4 415 214

’ ，
』
・よ身長（・蘯）：、 一 170 166 162 166 168
．、．体重（k9）． 59．0 61．O 56、0 69，5 59．8

　　・∴ ・臘 「．，
三

・
，讐

广
．
’
（  ／幽 三遥

20．4 22．1 21．3 25．2 21．2

・・；菠 用装具囎 T杖跚 T杖 T杖 SLB なし SHB
「
介護保険の利用 、 有 無 無 無 無

・・醗 塚 縮 兪 縲

　 　 　 　 　 　 　、、；　　　　　　匸

　妻

息子 

妻

娘 
祖母、妻子 

妻

子 
妻

鸞鸞 1一
検事 警察官 会社員

自営業

社長
会社員

、1；繍 鵬 の 1．
冒

一一；訊
有無

有 有 無 無 無
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・
増進の た め の 運動とし て グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ を行う こ との 有用性 に関す る検討

2　 問診

　被験者の プ ロ フ ィ
ール 、生 活状況 に つ い て 、 全

40項目 を調査 した 。

3　 測定

1）身体組成

　身長 と体重を計測 し、BMI を算出 した 。

2 ）障害 レ ベ ル の 確認

　ブル ー ン ス トロ ーム 検査を用 い た 。

3 ）パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト

　実験初 日と最終 日に パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トをお

こ な っ た 。 テ ス ト項 目は 、   握力 （健側 の み ）、

  反復横 とび （歩 き）、   10m 歩行 、   3 分間歩

行を採用 した。  〜  の テ ス ト終了時に 心拍数を

測定し、％ HRmax を算出 した。

4 ）運動 強度 ・難易度測定

　 GG は、全 10 回行 な っ た 。 1 回 の GG は、15m

コ
ー

ス × 2 、20m コ
ー

ス × 1 、30m コ
ー

ス x1 の

4 コ
ー

ス を 2 巡 し、これ を異 な っ た プ レ
ー
条件に

よ り6 つ の 方法で 行 な っ た 。 プ レ ー
条件は、  被

験者 1 人 で 実施く 屋 内 ・屋 外 〉 （以 下 、 1 人屋 内

GG 、 1 人屋外 GG ＞、  被験 者 3 人 で 実施 〈 屋

内 ・屋外 〉 （以 下、 3 人屋 内 GG 、 3 人 屋外 GG ）、

  検者 ＋ 被験者 2 人 で 実 施 （以下 、RS と GG ）、

  家族 ＋ 被験者で 実施 （以 下 、家族 と GG ） と し

た 。 ウ ォ
ー

キ ン グは 、 屋 内 ・屋外そ れぞ れ 1回ず

つ 行 い 、被 験者 が 1 人 屋 内 GG に か か っ た時 間

（平均約 23 分〉で 実施 した 。

　 a 　 心拍数

　 　ハ ー トレ イ トモ ニ タ
ー

　PE3000〈 POLAR 社〉

　を用 い て 運動中の 心拍数 を計測 し、  運 動時心

　拍数変化、  ％ HRmax 、  活動時心拍数 （以下、

　BABI ）
41
、  運動時’L拍 数上昇率 を算出 した 。

　 b　 RPE

　　GG は 各ホ
ー

ル 終了時 に、また 、ウ ォ
ーキ ン

　 グは GG 　1 ホ
ー

ル 分に相当する 時 間ご と に RPE

　 を測定 した 。

　 c 　 測定時の 状況

　　体調 、 血 圧 、 気温 、 湿度を測定 した 。

5 ＞ア ン ケ ー ト調査

　  心 理 的 QOL に関す るア ン ケ
ー

ト
5 ｝

（9 項 目）、

  Apathy　Scale　fi　’ （ユ4項目）、  運動後心理 ア ン

ケ
ー

ト （17項 目）、  被験者 の 家族、ヘ ル パ ー
な

どを対象 と し て 行 っ た第三 者ア ン ケ
ー

ト （18項

目）か ら、被験者の 心理的変化 を調査 した 。

　　　　　　　 N 　結 果

1　 被験者に つ い て

　表 1 に 被験者 の特徴 を示 した 。対 象者 A の み が

介護保険 を利用 して お り、昼 間 は 常 に ヘ ル パ ー
が

付 き添 っ て い た 。 ま た 、対象者 D は や や 肥 満 傾 向

（BMI ： 25．2kg ／m2 ）で あ り、 他 の 者は標準体 型

で あっ た 。

2　 パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト

　実験初 日 と最終 日の パ フ ォ
ーマ ン ス テ ス ト改善

率 を被験者 ご とに ま とめ た （表 2 ）。 なお 、向上

表 2　パ フ ォ
ーマ ン ス テ ス ト改善項目一覧

壷 ・
：：
・対 象響 癌隆．；｛：

：対i象着 ・鵜 聡 対募着 q 蛭｛；
ン
・醜 覊 P ∵

…  …
・

P匸

’
：：
「

握 力 、1Dm 歩 3 分 間 歩 行 反 復 横 と び 反 復 横 と び

最 大
’
∵

握 力
「广广

行 時 速 度 距 離 時 PCI （歩 き ） （歩 き ）

；
・改 善率 ．
；　　　　广 （14 ．5％）

（8 ．3％ ）
（41 ．3％ ） 〈4L7 ％ 〉 〈25 ．0 ％ 〉

・
守 ポ∵ ・

∫：
・・二

　 　 　
n
｝

3 分 間 歩 行 3 分 間 歩 行 3 分 間 歩 行

　最 小 ．

ド

改善 率 ：
：

距 離 時 PCI 距 離 時 PCI
握 力

（0．0 ％ ）
距 離 時 PCI

　 握 力

（
− 3 ．9 ％ ）

、 （− 247 ．8 ％ ） （
− 41．2％ ） （

− 10 ，8％ ）

平均
∵

　　 ， 一34 ，5 ％
一6 ．4 ％ 12 ．8 ％ 19 ．9 ％ 4．9％

；
改 善率 i
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した もの は 『〜増 』、 減少 した もの は 『〜減』 と

表記する こ ととする。

1 ｝対 象者 A の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果

　 対象者A の パ フ ォ
ーマ ン ス 結果は、向上 した も

の として 、 健側握力が 14．5％増 （34．5kg→39．5kg）、

10m 歩行 時間が 12．7 ％増 （27秒 23 → 23 秒 78）、

10m 歩行時の 最大歩行速度が 14．5％増 （22．Om ／min

→ 25．2m ／min ）で あ っ た。低下 した もの とし て は
、

3分間歩行時の PCIが 299．3％減 （1．42→ 5．67）で あ

っ た 。

2 ）対象者B の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果

　 対象者 B の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果 は、向上 した も

の として、健側握力が 8．3％増 （24kg→ 26kg）で

あ っ た 。 低下 した もの としては 、10m 歩行時間が 、

2．8 ％ 減 （18 秒 43 → 18 秒 95）、 3 分間歩行 時の

PCI が 4L2 ％減 （0．51 → 0．72）で あ っ た 。

3 ）対象者 C の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果

　 対象者 C の パ フ ォ
ーマ ン ス 結果 は 、 すべ て の 項

目で 維持 ・向 上 が み ら れ た 。 健 側 握 力 が 維 持

（48kg → 48kg ）、反復横 とび （歩 き〉が 16．7 ％増

（6 回→ 7回）、 10m 歩行 時間が 1．6％増 （22秒 60
→ 22秒 23）、 10m 歩行 時の 最大歩行速度が 3．8 ％

増 （26．5m ／min → 27．Om ／min ＞、 3 分 間歩行距離

が 13，4 ％ 増 （78，5m → 89．Om ＞、 3 分間歩行 時 の

PCIが 41．2％増 （0．46→ 0．27）で あ っ た 。

4 ）対象者 D の パ フ t 一マ ン ス 結果

　対象者 D の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果 は、向上 した も

の と して 、反復横 とび （歩き）が 41．7 ％増 （12回

→ 17回 ）、10m 歩行 時間が 26．2％増 （10秒 63 → 7

秒 85）、10m 歩行時 の 最大歩行速度が 35．5 ％ 増

（56．4m ／min → 76．4m ／min ）、 3 分 間歩行 距 離が

28，0％増 （164m →210m ）で あ っ た 。 低下 した も

の として は、健側握力が 1．4 ％減 （35kg→ 34．5kg）、

3 分間歩行 時の PCI が 10．8 ％ 減 （0．37 → 0．41）で

あ っ た 。

5）対 象者 E の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果

　対象者 E の パ フ ォ
ー

マ ン ス 結果 よ り、 向上 した

もの と して 、反復横 とび （歩き）が 25．0％増 （8

回 → 10回〉、10m 歩行時間が 0．7％増 （10秒91 →

10秒 83）、10m 歩行 時の 最大歩行速度が 0．7 ％ 増

（55．Omfmin → 55．4mfmin ）、 3 分間歩行距 離が

4．0％増 （149m → 155m＞、 3分間歩行 時の PCIが

3．1 ％ 増 （0．64 → 0．62）で あ っ た 。 低下 した もの

と して は 、 健側握力が 3．9％増 （38．5kg → 37kg）
で あっ た 。

3　 運動強度 ・難易度測定結果

　 GG 、ウ ォ
ー

キ ン グ中に記録 したハ ー トレ イ ト

モ ニ タ ー PE3000 〈POLAR 社 〉 に よ る 心 拍数 測

定 、RPE の 測定結果 （た だ し、 実験 中 、被験者

の 体調 を考 えた上 、や む を えず実験 を途中で 終了

した もの が ある ため 、デ
ー

タが すべ て 取れて い な

い もの もあ る）、更 に そ の 結果 か ら算出 した％

HRmax 、心拍数上昇率、　BABI 、 平均 RPE 値の 上

位 3位を表 3 に示 した 。

　 そ の 結果 、対象者 A で は ％ HRrnax の 上 位 3位

をGG が 占め 、 1 人屋外 GG が 97．5％ と一
番高か っ

’

た 。 BABI で は 、1人屋 内GG が 1213．9 と一番高 く、

2 番 目 に高 か っ た の も 2 回 目 に 行な っ た 1 人屋 内

GG で あ っ た （1112．5＞。 心拍数上昇 率で は 、　 GG が

上 位 3 位 を 占め 、一
番 高か っ た の は 、 3 人屋 外

GG の 72．9％ で あ っ た 。 1 回 の GG あ る い は ウ ォ
ー

キ ン グ実験 中の RPE 平均値 は、屋 内で行な っ た と

きの ウ ォ
ー

キ ン グが 13．3 と
一

番高か っ た 。

　対象者 B で は 、％ HRmax の 上 位 3位 をGG が 占

め、 3 人屋外 GG が 84．1％ と一
番高か っ た 。

　 BABI

で は 、 1人屋 内 GG が 853．9と一番高 く、 2 番 目に

高 か っ た の は 2 回 目に 行 な っ た 1 人屋 内GG で あ

っ た （842．8）。心拍数上 昇率で は、GG が 上 位 3

位 を 占め 、一
番高 か っ た の は 、 1 人 屋 内 GG の

94。1％ で あ っ た 。 RPE 平均値 は 、屋 内で 行 な っ た

と きの ウ ォ
ー

キ ン グが ユ2．6 と一番高か っ た 。

　対象者 C で は 、％ HRmax の 上位 1 ・3位を GG

が 占め 、 3 人屋 外 GG が 54．0 ％ と一番高 か っ た 。

BABI で は 、屋外で ウ ォ
ーキ ン グ を行 な っ た 時が

467．7 と一番 高 く 、 2 番 目に 高 か っ たの は 2 回目

に 行 な っ た 1 人屋 内 GG で あ っ た （348．2）。心 拍

数上 昇率で は 、GG が上 位 3 位 を 占め 、一番高か

っ た の は 、 2 回 目 に 行 な っ た 1 人 屋 内 GG の

42．1％ で あ っ た eRPE 平均値 は 、
　 RS と GG が 8．4

と一
番高か っ た

。
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表 3　個人別運動強度 ・難易度 ベ ス ト3

櫞 都
匸
　 一 1位∴ ・

　
・

蹴 、「3 、．尸巾、、
「
3位

％臨 x 1人屋外GG 〔97，5％｝ RSとGG（94．5％） 屋内 Walk， 3人屋外G｛｝（90．2）

BABI 1人屋内   工 （1213，9｝ 1 人屋内GGH （1112，5） 屋内Walk（746，　D

心拍数上昇率 3人屋外GG （72，9％） 1人屋外   （63，9％） RSとGG（63．8％）

鯉 Eの平均値 屋剛 alk （13，3） 1人屋内GGI （12．3） 3人屋外G｛｝（11．8）
；
　

』
Bざん

』ゴ｝
洗 1伎　　1

匸
　　　 箆

』
　 ．

　　　　　　　」「匸
，　・　　　当　：

【
‘　　：・…　　　3位　　　　　・逼　　　　』

「可

％H  ax 3人屋外GG 麟，1％〉 家族とGG （81，5％） 1入屋外GG 〔80．1％）

BABI 1人屋 内  1 （853，9） 1人屋内   H 〔842．8） 屋外 鄲alk （783，0）

心拍数上昇率 1人屋内6GI （94．1％） 3人屋内GGI （81．8％） 3人屋外   （81，4％）

盟 Eの平均値 屋内Walk（12，6） 1人屋 内α｝1 〔12，3） 屋外Walk（9．9）

Cさん 1儻 2位 ，
・．1∵ 1「「3毬

』

％踟 ax 3人屋外G｛｝（54．0％｝ 屋外 Walk（52，1％） 1人屋 内  H （49．7％1
BABI 屋外 田alk （467．7） 1人屋内GGI （348．2） 1人屋外   （299．9）

心拍数上昇率 1人屋内   豆 （42．1％） 3人屋外 GG （39．7％） 1人屋外G｛｝（35．6％〉

蹴 の平均値 RS と  （8．4）
1人屋内 G｛｝1、屋内 Walk、1人屋外   、

　　家族とGG、3人屋内GG 〔8，0〕

躔 ん・ ・　　 … 1位　肖 ’
　　 2位 ：

丁 
弖∵ コ 磁 、

ト「
　

口
　肖1ゴゴ肖

％躡 ax3 人屋内GO皿 （72．3％） 1人屋外   （71．7％） 屋内Walk 〔66．9％｝

BABI 屋外嗣 k （380．2） 屋内曜alk （355．8） 1人屋内GGI （191．9）

心拍数上昇率 屋外Walk（32．1％｝ 屋内Walk（27，6％｝ 3人屋内GGH （25．0％〉

聾 Eの平均値 1人屋外  〔9．0｝ 屋外 Wa玉k （7．3｝
3人屋内  1、RSとGG、

　 3 人屋外   （7．0）

「Eさん・ ト 1位 2位　　　 一 ・・　　　 3位・

％｝』 ax 屋内Waユk （84．2％） 3人屋外   （83．5％｝ 1人屋外9G （80．3％〉

BABI 屋齢 alk （563，5｝ 1人屋内α珊 （523．3） 1人屋外   （464．7）

心拍数上昇率 3人屋外GG （86，8％） 3人屋内GGH   ．6） 1人屋外α｝（47．0％｝

鯉 Eの平均値 屋外Watk（1 ．4） 屋内Walk〔9．1）
RSとGG、1人屋外GG、

3人屋内  い H 〔8．0）

＊ 『1、H 』は そ れ ぞれ、『1 回 目』、『2 回 目』 を意味す る。

例） 1 人屋内 GG 且 ： 「屋 内に お い て 1 人 で グ ラ ウン ド ・ゴ ル フ を実施。既 に 1 度屋 内に お

　　　　　　　　　　 い て 1 人 で グ ラ ウン ド・ゴ ル フ を実施 して い る 」 を意味す る。

　対象者 D で は
、 ％ HRmax の 上位 1 ・2 位 を GG

が 占め、 2 回目に 行な っ た 3 人屋内 GG が 72．3 ％ と

一
番高か っ た 。 BABI で は、屋外で ウ ォ

ー
キ ン グ を

行 な っ た時が 380．2 と
一
番高 く、 2 番目に高か っ た

の は屋 内で ウ ォ
ーキ ン グ を行 な っ た 時で あ っ た

（355．8）。 心拍数上昇率で は 、 ウ ォ
ーキ ン グが上位

’
1 ・2 位 を占め 、一

番高か っ た の は 、屋外 で ウ ォ

ーキ ン グ を行 な っ た時 の 32．1％ で あっ た 。 RPE 平

均値は 、 1人屋 外GG が 9．0 と一番高か っ た 。

　 対象者 E で は、％ HRmax の 上位 2 ・3 位 をGG

が 占め 、 屋 内 で ウ ォ
ー

キ ン グ を行 な っ た時 が

84．2％ と 一
番高 か っ た 。BABI で は 、屋 内で ウ ォ
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一キ ン グ を行 な っ た時が 563．5 と一番高 く、 2 番

目に 高か っ た の は 2 回目に 行な っ た 1 人屋 内 GG

で あ っ た （523．3）。 心拍数上昇率で は、GG が 上

位 3位 を占め 、一番 高か っ た の は、 3 人 屋外 GG

の 86．8 ％ で あ っ た 。 RPE 平均値 は、屋外 で 行 な

っ た ときの ウ ォ
ー

キ ン グが 10．4 と
一

番高か っ た。

4　 ア ン ケー ト調査結果

1 ）心 理 的 QOL に 関す る ア ン ケ
ー

トと Apathy

　　 Scale結果

　Apathy　Scaleは 16 点以上で や る気の 欠如が あ

る とみ なす もの で ある 。 表 4 か ら最終 日に は、16

点以 上 の 者が ゼ ロ とな っ た （図 1 ）。 また
、 心理

的 QOL に関する ア ン ケ ー トは 12．1点が 基準値 と

される 。 実験初 日 に 比 べ て 最終 日 に は全員 に向上

が み られ たが 、対 象者 A の み が 10 点 と基準値 を

超え なか っ た （図 2 ）。

2 ）運動後心理 ア ン ケ
ー

ト結果

　初期 ・中間 ・終了時の ア ン ケ ー ト結果 を、次の

3 項目か ら述 べ る 。

　 a 　 GG に 対する 関心度

　　対 象者 C を除 く 4 名 は、『GG は 楽 しか っ た』

　と回答 。 継続意欲 は か な り高 い 。 対象者 C の み

　が 、『GG は あ ま り楽 し くな く健常者 と一緒に行

　うに は抵抗 が ある』 と コ メ ン トして い た 。

　 b　 GG の 健康 保持 ・増 進の 運 動 と して の 有用

　　性 に つ い て

　　被験者全員が 、GG は 手軽 に で き 、 歩行 の 要

　素、他者 と の 交流な どが 含 まれ て い る ため 、継

表 4　心 理的 QOL に関するア ンケートとApathy　Scaleの結果

対象者 A 対象者B 対象者 C 対象者 D 対象者 E

事前評価
Apathy　Scale17 9 5 15 18

心 理的 QOL7 （3，0，4）
广

ユ1（6、  ．5） 12（4．2．6＞ ヌ4（6．2．6｝ 16（4．6．6）

Apathy 　Scaユe 8 12 1 11 4
中間評価 、

心 理的 QGL9 （4；o，5） 11（5，2，4） 12（6，
2

，
4＞ ・

玉5（6，6，3＞ 14（2，6，6）

最 終評価
Apathy　 Sca工e 3 7 3 3 5

心、理的 QOL　　　IO（4，0，6＞ 16（6，5，5） 14（3，5，6＞ 重8 （6，6，6） 16（5，5，6＞

基準値 Apathy 　Scale 16 点以上 心理的 QOL12 ．1 （4．8，3．3，3．0）

＊ 心理 的 QOL は 、『総合得点 （現在 の 満足感 、心理 的安定、生 活 の バ リ）』で 示 し て い る．

20

15

10

　　　　　
嫐 都 対細 醐

吐 盤
勧

僻 前評価 i17　 9 　 ・ … ・5

対象 者 E

18161412108642

　 　 　 　 0

匳 壷 ・

1囹中 間評価　1　 9

18

対象 都

　
対鋳 B

捨
緒 c 嫐 都

　 櫞 者 ・

囗中間評価 I　 B

　 　 　 　 　

口最 終評価
！　 3

12　 　 　 　 　 1

7 　 i3
11 4

11 − i11一　12　　　　14 　　　　 16

　 12　　 　　 15　 　　 　 14

3 5

図 1　 Apathy　Scale結果

1□最終験 一 L − 6コ
　　　 図 2　心 理的 QOL に 関するア ン ケ

ー
ト結果
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続 して 行 うこ とがで きる と コ メ ン トして い た ，

　c 　 ウ ォ
ーキ ン グ と GG の 疲労度比較

　 対象者 A ・B ・C ・D は 、開始当初 、GG は ウ ォ

ーキ ン グ よ りも頭 を使 うため 身体的 ・精神的に

疲労を感 じて い たが 、中間時か ら楽 し くで きる

　ように な り疲 労 を感 じな くな っ た 。 対象者 E の

み が、同程度 と回答 して い た 。

3）第三者ア ン ケ
ー ト結果

　 a 　 GG に対する 関心度 に つ い て

　 全員 、関心度 は高 い 。 具体 的に は 、障害の 有

無 に 関係 な く行 え 、 主人とハ ン デ なしで
一

緒 に

行 える ス ポ ーッ で ある （対 象者 B ・C の 妻 ）。

　また、仲間 との 交流 を深め る 手段 と して もい い

効果 を もた らす （対象者A の ヘ ル パ ー
）と コ メ

　ン トして い た 。

　b　 GG の 健康 保持 ・増進 の 運動 と して の 有用

　 性 につ い て

　 全 員が 、GG は 歩行 の 要素が 含 まれ て い て 、

手軽 に 、仲間 ・家族 と
一

緒に 楽 し く安全 に行 え

　る ス ポ ー
ツ で あ り、継続 して 行 うこ と が で き る

　と評価 し て い る 。 また、 1 時間程度行 えば持久

力 な ど の 向上 も望め る と感 じて い た 。

　 c 　 ウ ォ
ー

キ ン グ と GG の 疲労度比較

　 対象者 A の ヘ ル パ ー
は 、 ウ ォ

ー
キ ン グ はか な

　りの 疲労感が見 られ介助が 必 要だが、GG で は

熱中 して 行 うた め 、 疲労感は 見 られず 、 介助不

要で あ っ た と コ メ ン ト。 対 象者 B ・C の 家族は
、

　開始 当初 は GG の 方が 身体的 に 疲れ て み えた

　が、精神 的に は ウ ォ
ーキ ン グ の 方 が疲れ て い た

　と感 じ て い る 。 全 実験 終了時 に は 、両者 と も

GG の 方が 疲労 感な く楽 し く行 っ て い た と回答

　した 。

　　　　　　　　V 　考 察

1　 パ フ ォ ーマ ン ス テ ス ト

　今回、パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを行 っ た 目的は 、

グラ ウ ン ド ・ゴ ル フ の ある生活が被験者の 身体能

力に どの よ うな影響 を及ぼ すか を考察す る こ とに

あ っ た 。 被験者 の 麻痺 レ ベ ル に関 して は Bru．3 〜

5で あ り、車椅子主 体の 共同運 動 レ ベ ル か ら車の

運転が 可能 な分離運動可能 レベ ル まで歩容 や歩行

能力 、日常生 活動作 に か な り差 が あ る 。 年 齢 も

54歳か ら 69 歳 と中年層 後半 か ら前期高齢者 と幅

が ある。運 動習慣に関 して も実験前 まで は 、国 リ

ハ の外来ス ポー
ツ 訓練 （週 2 回 、約 1時間／ 回）

と家の 周 りや公 園を散歩す る程度の 方が多 く、そ

れ以外 の 運動 は ほ と ん ど されて い ない 状況 で あ

り、健康保持 ・増進の ため の 運動 の 確保 に 関 して

は、外来訓練 に 依存的で あ っ た 。 そ の よ うな被験

者 に対 して パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを実験前 と終了

時に 行 っ た 。

　その 結果 、
パ フ ォ

ーマ ン ス テ ス ト結果は被験者

の 運動能力の 把握、被験者へ の フ ィ ー ドバ ッ ク に

有効な資料とな っ た 。 また、片手 ス ウ ィ ン グや ス

タ ン ス を とる時 の 微妙 な足運 び な ど の GG 特有の

動作が 、 被験者の 握力 ・反復横 とび の 向上 に 影響

を及 ぼ し た と考える こ とが で きる 。 した が っ て 、

GG で は ク ラ ブ を振 る こ と に よる 握力 の 維持 ・向

上 、 体幹筋 へ の 刺激作用 、 ボ
ー

ル を拾 う動作 （し

ゃ が む動作）に よ る 『ミ ル キ ン グ ア ク シ ョ ン 促 進

→ 静 脈還流 良好 → 血 圧 安定 亅 だ けで な く、筋 力

（下肢筋群）維持 ・向上 が もた らされ る と考 え られ

る 。

　 しか し、実験以 外 の 被験者 の 日常生 活にお け る

運動 量を把握で きなか っ た た め 、GG 以外 の 運動

が テ ス ト結果 に ど の程度影響 し て い た か を明確 に

する こ と は で きなか っ た 。

2　 運動強度比較分析

　本研究 で は 、進藤 ら の ニ コ ニ コ ペ ース
2 ，

で 健

康 ・保持増進の 運動強度 と して 良 い と され て い る

最大酸素摂取量 の 50 ％ （平均 66〜71 ％ HRmax ）

か ら 60％ （70 〜 78 ％ HRmax ＞ まで の 範囲 を健

康保持 ・増進の運動 として有用で ある運動強度 の

基準値と した
7） S 」 y，

。

　基準値に影響を及ぼ した 要素と し て 、  薬 （β

プ ロ ッ カ ー〉〈服用者 2 名〉 、  外部環境 （路面、

温度な ど）、  競技上 の 特性 （待 ち時間、プ レー

に対す る 『快 と不快 』の 発生 な ど）、  障害 レ ベ

ル 、  安静時心拍数、が考 え られ る 。 その た め 、

感情 の 影響な ど に よ る 心拍反応が ％ HRmax 結果
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に多分 に含まれ てお り、純粋に 運動強度 を比較す

る こ とは 困難で あ っ た 。 しか し、運動中の 心拍数

最 小 値 ・最高 値 を 比 較す る と、 ウ ォ
ーキ ン グ

（52．9 〜72．6％ HRmax ） に比べ て GG の 方が 同等

ある い は高 く、61．4 〜78．3％ HRmax の 範 囲 で あ

っ た 。 よ っ て 、GG は 身体に適度 な負荷 を与 え ら

れ る と言える

　 また 、自覚的 な 『きつ さ』 を知 る指標 と して

RPE 結果 を見 る と、　 GG の 方が RPE は低 く、『き

つ さ』を感 じず運動で きる こ とが わ か っ た 。

　以上 、 『きつ さを感 じず 、 ％ HRmax も至適運動

強度範囲内に ある』GG は、ウ ォ
ーキ ン グ と同等

の 運動強度が あ り、運 動を継続 し て い く要素 を兼

ね備 えて い る ため 、ウ ォ
ー

キ ン グ の 効果 の 一
つ で

ある 全身持久力向上 が期待で きる （図 3 ＞。

3　 難 易度比較分析

　 BABI を決定す る要因 として GG とウ ォ
ー

キ ン グ

を比較分析 した結果 、  歩行能力、  障害レ ベ ル 、

  年齢、が挙 げ られた 。 また、 もともとBABI は

運 動時間 と運動中の 心 拍数に 強 く影響 を受け る た

め 、歩行能力が高 く障害 も軽度で年齢が低い 場合、

GG は立 ち止 まる動作が 含 まれ て い る ため 、 同 じ

時 間運動 した と し て も、ウ ォ
ーキ ン グ に 比べ て心

拍数は低 くな り、BABI も低値 とな る 。 そ の た め 、

GG の 方 が取 り組み や す い こ とが わ か っ た。こ れ

に 対 し、歩行能力が 低 く障害 も重度で 年齢が高 い

場 合 、 GG で は歩行 の 要素に加 えて技術的要素が

加 わ る ため 、心拍数が高 い 。 こ れ に よ りBABI も

高値 とな り、GG の 方が 取 り組み に くい と 考えら

れ る 。

4　 ア ン ケー
ト調査分析

　GG は障害 に対す る精神的不安や在宅生 活が 中

心 に なる こ とに対 して不 安を感 じて い る被験者 に

対 し、仲間 と
一

緒 に行 うこ と に よ っ て 、 コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン を促進 し、他者 と の交流 を深 め る こ と

が で きた 。 さ らに 、GG の 基 礎技術獲得 に よ り、

今まで ス ポー
ツ に必 要な技術 を身に つ ける こ とが

困難 で あ っ たた め 、ス ポ
ー

ツ が で きなか っ た被験

者に対 し、r自分達 に も で きる ス ポーツ が あ る ん

だ 亅 と い う、自信 の 回復を もた ら した と考 える こ

図 3　グラ ウ ン ド ・ゴ ル フ を取 り巻 く要 素 と その 効果
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脳血管障害片麻痺者が健康保持 ・増進 の ため の運動と して グ ラ ウ ン ド ・ゴ ル フ を行 うこ との 有用性 に 関す る検討

とがで きる 。 こ の こ とが 、今まで 自分の こ とを考

え る だ けで 精一杯で あ っ た生活か ら、他者 へ の 配

慮がで きる きっ か け となり、家族に対す る接 し方

も変わ り、家族 関係が 良好 に な っ た と考え られ

る 。

　 さら に 、被験者 の 健康
・
体力づ く りの 選択肢の

中 に 『歩行』以外の GG が 入 っ た こ と に よ っ て 、

主 と して 歩行が健康保持 ・増進の 手段 と して 用 い

られて い た現状 に対 し、選択肢の 幅を広げ る こ と

がで きた と考え られ る。

　 また、よ り楽 し く継続的 に GG を行 うに は、参

加者相互 の 障害の 理 解、家族 の 理解 、 ゲ ーム 参加

者が 互 い に 装具の 状態や体調を配慮 しあ う環境が

必要で ある と考 えられる。

　　　　　　　　 v【 総 　括

　GG は 脳 血管 障害片麻痺者の 健 康保持 ・増 進 の

運動 として 、運 動強度を心拍数の 面か ら ウ ォ
ーキ

ン グ と比較する と同程度の 強度 が ある こ とが推察

され る 。ま た、ア ン ケ ー ト調査か ら 、GG は 被験

者の 心理 的 な向上 を もた ら し、手軽 に仲間や 身近

な家族 との 交流 を深 め る手段 と して有用 な ス ポ ー

ッ で ある こ とが わ か っ た 。

　 したが っ て 、 GG は健康 を保持 ・増 進 し て い く

上で 不 可 欠 な 『運動継続亅の た め の 必須条件 で あ

る 『運動の 手軽 さ亅『きつ さを感 じな い 』 r楽 し く

で き る」 「適度 な 負荷 』 を満た し て お り 、 脳 血 管

障害片麻痺 者の 健康保持 ・増進 の 運動 と し て 有用

で ある こ とが 示唆 され た 。
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